
学会記事 317

第104回新潟内分泌代謝同好会 を示したが補充療法を必要とした例は無かった．

また診断には下垂体MRIが有用であった．

また，上記のうち3例では自己免疫性肝炎や大

腸炎を併発した．

対策として，がん免疫療法の患者では採血は午

前に統一し，血糖・電解質の他，従来からの甲状

腺ホルモンに加えてcortisolも院内迅速測定に加

え確認する体制を確立した．
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20ctreotide持続皮下注にて手術を回避できた

膵頭部限局型先天性高インスリン血症のl例

阿部裕樹

新潟市民病院小児科

【背景】川P感受性Kイオンチャネル遺伝子に

変異を有する先天性高インスリン血症では，病変

が巣状で，手術で根治可能な場合がある．

症例は現在2歳の女児．生後3日に低血糖にて

NICUに入院．高インスリン血症を認めた.Dia-

zoxideが無効であり，遺伝子解析にてABCCBに

父由来monoallelicmutationを認めた．膵頭部の

巣状病変と診断したが，部位より手術は困難と考

え, octreotide持続皮下注による治療を行った．

約20ヶ月の治療後に寛解となり，治療を中止し

た．結果として手術を回避することが可能であっ

た．

【考案】先天性高インスリン血症では，経過と

ともに寛解に至る症例があることが報告されて

いる． こうした場合, diazoxideが無効であっても

他に保存的治療の選択肢が存在すれば，手術を回

避し，糖尿病などの合併症を防ぐ、ことが可能とな

る. Octreotideは有効な治療手段の一つであり，

本邦でも早期の保険収載が望まれる．

過去1年間にニボルマブ(niv), イピリムマブ

(ipi)など免疫チェックポイント阻害剤による内

分泌代謝分野有害事象を10件経験した．

劇症1型糖尿病は1例で，前回報告した．その

後，当院では受診日の血糖測定は勿論，尿糖テス

テープを週1回以上実施するように指導してい

る．

下垂体炎による副腎クリーゼは4例． うち， 1

例はniv後のipi開始直後, 1例はniv+ipi療法

直後であった．低Na血症に陥った2例ではADH

高値が見られたが，ステロイド補充後に正常化し

た． 3例はTSH-甲状腺系は正常, 1例は低下傾向


